
　

昨
年
暮
、
宮
内
庁
か
ら
平
成
31
年
１
月
16
日

㈬
の
歌
会
始
の
儀
に
陪
聴
者
と
し
て
出
席
す
る

よ
う
招
請
状
が
届
い
た
。
内
封
筒
の
宛
名
は
「
津

和
野
森
鷗
外
記
念
館
長
山
崎
一
穎
殿
」
と
記
名

さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
か
つ
て
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
１
月

10
日
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
と
し
て
歌
会

始
の
陪
聴
に
与
っ
た
。
昭
和
天
皇
、
今
上
天
皇

と
二
度
に
わ
た
る
稀
有
な
体
験
と
な
る
。

　

津
和
野
町
の
森
鷗
外
記
念
館
は
、
平
成
７
（
１

９
９
５
）
年
４
月
に
開
館
し
た
。
私
は
展
示
監

修
、
運
営
協
議
会
会
長
と
し
て
関
わ
り
、
平
成

24
（
２
０
１
２
）年
１
月
、鷗
外
生
誕
１
５
０
年

を
機
に
館
長
に
就
任
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
招
請
を
憶
測
す
れ
ば
、
今
年
元
号

が
代
わ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
か
。
私
の
研
究
す
る

森
鷗
外
の
文
業
の
最
後
は
、『
帝
謚し

考
』（
大
10・

３
）「
元
号
考
」（
未
完
）
で
あ
る
。
前
者
は
天

皇
の
お
く
り
名
（
謚
号
）
の
出
典
考
証
で
あ
り
、

後
者
は
、
元
号
の
出
典
考
証
で
あ
る
。

　

今
年
は
新
天
皇
の
即
位
式
が
行
わ
れ
る
が
、

明
治
天
皇
の
即
位
式
は
鷗
外
の
生
誕
地・

津
和

野
藩
（
藩
主
亀
井
茲こ

れ

監み

）
が
執
り
行
っ
た
。
今

上
天
皇
の
即
位
式
も
、
宮
内
庁
の
職
員
が
調
査

に
来
町
し
て
い
る
。

　

歌
会
の
華
は
、
節
を
付
け
て
詠
う
独
特
な
朗

詠
に
あ
る
。
今
年
の
歌
題
は
「
光
」
で
あ
る
。

歌
の
披
露
は
講こ

う

師じ

が
「
年
の
初
め
に
同
じ
く
光0

と
い
う
こ
と
を
仰
せ
ご
と
に
依
っ
て
詠
め
る
歌
」

と
言
っ
て
始
ま
る
。
講
師
が
節
を
付
け
ず
に
ゆ
っ

く
り
と
詠
み
上
げ
る
。
続
い
て
４
人
の
講
頌
が

加
わ
っ
て
節
を
付
け
、
第
二
句
以
下
を
唱
和
し

て
い
く
。
男
性
合
唱
で
あ
る
。

　

私
は
朗
詠
に
加
え
て
、
新
聞
報
道
に
現
れ
な

い
皇
族
方
の
名
の
呼
び
方
に
、
典
雅
な
響
き
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

報
道
記
事
で
は
皇
太
子
さ
ま
と
記
す
が
、
最

後
に
戴
い
て
持
ち
帰
る
「
歌
会
始
御
製
御
歌
及

詠
進
歌
」
で
は
「
東
宮
」
と
記
さ
れ
、
歌
会
で

は
「
ひ
つ
ぎ
の
み
こ
〈
日
嗣
の
御
子
〉
の
う
た
」

と
講
師
が
読
み
上
げ
る
。「
東
宮
妃
」
は
「
ひ
つ

ぎ
の
み
こ
の
み
め
の
う
た
」
と
詠
み
上
げ
ら
れ

ず
いそう改元に思う
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る
。
こ
の
呼
称
を
聞
く
と
、
平
安
朝
以
来
の
歌

会
の
伝
統
と
優
雅
さ
を
感
じ
る
。
天
皇
の
「
御

製
」
は
「
お
お
ぎ
み
の
み
う
た
」
と
詠
ま
れ
、

皇
后
さ
ま
は
「
皇
后
宮
」
と
記
し
「
き
さ
い
の

み
や
の
み
う
た
」
と
詠
ま
れ
る
。
平
成
最
後
の

皇
后
さ
ま
の
お
歌
は
、「
今
し
ば
し
生
き
な
む
と

思
ふ
寂
光
に
園そ

の

の
薔さ

う

薇び

の
み
な
美
し
く
」
と
、

い
つ
も
な
が
ら
秀
歌
で
あ
る
。

　

鷗
外
は
、「
名
と
質
」
の
一
致
を
理
想
と
し
て

人
生
を
歩
ん
だ
。
元
号
は
国
家
の
名
で
あ
る
。

そ
の
出
典
は
由
緒
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鷗
外
は
昭
憲
と
英
照
の
両
皇
太
后
に
わ
が
国
に

先
例
の
な
い
中
国
風
の
謚
を
付
け
た
こ
と
を
「
軽

率
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
明
治

天
皇
に
真
の
お
く
り
名
を
差
し
上
げ
ず
に
、
元

号
（
年
号
）
を
以
て
尊
号
と
し
た
こ
と
に
疑
義

を
呈
し
て
い
る
。
元
号
は
普
通
名
詞
と
し
て
使

わ
れ
、
謚
号
と
同
一
と
す
る
の
は
「
不
似
合
」

で
あ
り
礼
を
欠
く
と
見
る
。

　

そ
の
元
号
も
、「
明
治
」
は
中
国
の
「
大
理
」

と
い
う
国
の
年
号
に
あ
り
、「
大
正
」
は
安
南
の

「
越
」
と
い
う
国
の
年
号
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
元

号
制
定
の
原
則
に
外
れ
て
い
る
「
不
調
べ
の
至
」

と
い
う
。
政
府
や
宮
内
省
に
い
く
ら
進
言
し
て

も
、
故
実
の
専
門
機
関
の
設
置
の
意
志
の
な
い

こ
と
を
慨
歎
し
て
い
る
。

　

即
位
式
は
、
津
和
野
藩
の
国
学
者
福
羽
美
静

が
中
国
式
に
代
え
て
、
新
時
代
に
相
応
し
い
儀

式
を
一
部
考
案
し
て
い
る
。
水
戸
藩
主
徳
川
斉

昭
が
献
上
し
た
直
径
１
メ
ー
ト
ル
余
の
地
球
儀

を
南
庭
に
置
き
、
天
皇
が
正
面
の
日
本
国
を
指

し
て
左
右
左
と
履く

つ

先
で
三
度
触
れ
る
方
式
で

あ
っ
た
。
日
本
を
世
界
に
拓
く
目
的
で
考
案
さ

れ
た
、
即
位
の
し
る
し
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
儀
式
が
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
２
月

の
登
極
令
で
廃
止
さ
れ
、
地
球
儀
は
式
典
の
行

わ
れ
た
京
都
御
所
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、

地
球
儀
に
代
わ
っ
て
、
天
皇
の
即
位
宣
言
と
首

相
の
寿よ

詞ご
と

と
万
歳
三
唱
と
な
っ
た
。

　

明
治
の
地
球
儀
に
、
再
度
新
し
い
使
命
を
託

し
て
、
新
時
代
に
相
応
し
い
即
位
式
が
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
を
夢
想
し
つ
つ
、
帰
路
に
就
い
た
。

山崎 一穎●学校法人跡見学園理事長
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